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トピー工業　100TH ANNIVERSARY
トピー工業 創立100周年

共に、快適で豊かな暮らしに貢献する

有力企業

21年末

過
剰
能
力
4.8
億
㌧
に
縮
小

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

鉄
鋼
委
見
通
し

生
産
能
力
は
拡
大

追加上げ視野

異
形
棒
販
価
9.3
万
円

東
北
デ
ー
バ
ー
、10
月
以
降

サクラテック

亜
鉛
め
っ
き
鉄
線

全
種
追
加
値
上
げ

10
月
帳
端
か
ら
1.5
万
円
以
上

中国ステンレス拠点休止
電力不足で 減産規模4万㌧強

Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

カーボンニュートラルな都市ガスカーボンニュートラルな都市ガス

愛知製鋼が導入
刈谷でCO2年8000㌧削減貢献

CO 2排 出ゼ ロ
電力に切り替え
日本鋳造、本社・川崎で

日本製鉄

北
米
3
事
務
所
統
合

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
集
約

アング
ル

共
同
持
ち
株
会
社
設
立

マ
ル
カ
・フ
ル
サ
ト
工
業

鋼
構
造
研
究
・
教
育
助
成

鉄
連
、テ
ー
マ
公
募
開
始

8月末

国
内
向
け
普
通
鋼
在
庫

3
カ
月
ぶ
り
増
560
万
㌧

日
鉄
・
小
野
氏
ら

緑
十
字
賞
に
選
出

中
災
防

技
術
発
表
会
・

講
演
会
を
開
催

橋
建
協

摩
擦
材
販
価

10
％
引
き
上
げ

東
海
カ
ー
ボ
ン

11
月
出
荷
か
ら

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

シ
ー
フ
ー
ド

阪
和
興
業
が
普
及

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
賛
同

自
社
株
取
得
状
況

自
社
株
取
得
状
況

（
総
数
、価
格
、カ
ッ
コ
内
は
取
得
期
間
）

世
界
の
鉄
鋼
生
産
の
過
剰
能
力
は
2
0
2
1
年
末
時
点
で
4
億
7
8
0
0
万

㌧
と
6
億
㌧
超
だ
っ
た
20
年
末
に
比
べ
て
縮
小
す
る
見
通
し
。
経
済
協
力
開
発

機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
鉄
鋼
委
員
会
が
先
月
ま
と
め
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
か
ら
の
需
要
回
復
で
、
市
況
も
回
復
し
て
い
る
が
、
生
産
能
力
は
本
年
末

で
24
億
8
5
8
0
万
㌧
に
前
年
末
の
24
億
5
2
7
0
万
㌧
か
ら
拡
大
す
る
見
込

み
。
直
近
の
減
産
で
生
産
の
想
定
は
下
振
れ
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
過
剰
能
力

問
題
は
解
消
し
て
い
な
い
と
い
う
の
が
日
米
欧
な
ど
主
要
鉄
鋼
生
産
国
の
共
通

認
識
だ
。

生
産
能
力
と
生
産
量
の

差
で
見
た
過
剰
能
力
は
20

年
末
で
6
億
2
4
9
0
万

㌧
に
19
年
の
5
億
6
8
7

0
万
㌧
か
ら
拡
大
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
需
要
減
を
受

け
た
生
産
落
ち
込
み
が
響

い
た
が
、
そ
の
後
の
回
復

で
本
年
末
に
は
過
剰
能
力

は
再
び
減
少
に
転
じ
る
見

通
し
。

た
だ
、
能
力
は
24
億
㌧

を
割
り
込
ん
だ
18
年
以
降

拡
大
が
続
き
、
18
年
時
点

か
ら
21
年
ま
で
に
1
億
㌧

以
上
増
え
る
こ
と
に
な

る
。
上
期
の
2
倍
で
21
年

の
粗
鋼
生
産
を
20
億
㌧
強

と
想
定
し
た
際
の
能
力
と

の
差
の
4
億
7
8
0
0
万

㌧
は
、
昨
年
ま
で
の
直
近

で
最
低
だ
っ
た
18
年
の
過

剰
能
力
5
億
5
3
5
0
万

㌧
を
下
回
る
が
、
7
月
以

降
は
中
国
の
減
産
が
進

み
、
過
剰
能
力
は
想
定
ほ

ど
減
ら
な
い
可
能
性
も
あ

る
。コ

ロ
ナ
禍
の
需
要
回
復

に
は
地
域
差
が
大
き
く
、

好
調
時
の
緩
み
は
将
来
の

価
格
下
落
な
ど
市
場
が
混

乱
す
る
原
因
を
招
く
と
警

戒
感
が
強
い
。
構
造
的
な

過
剰
能
力
問
題
は
引
き
続

き
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

い
う
認
識
だ
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
鉄
鋼
委
は
9

月
22
―
24
日
オ
ン
ラ
イ
ン

で
会
合
を
開
き
、
通
商
問

題
な
ど
に
関
し
て
意
見
交

換
し
た
。
過
剰
能
力
問
題

の
ほ
か
、
政
府
支
援
措
置

の
動
向
、
国
有
企
業
の
越

境
投
資
、
迂
回
輸
出
な
ど

継
続
案
件
の
進
ち
ょ
く
状

況
な
ど
に
つ
い
て
も
共
有

し
た
。

東
京
鉄
鋼
と
伊
藤
製
鉄

所
の
異
形
棒
鋼
共
販
会

社
、
東
北
デ
ー
バ
ー
・
ス

チ
ー
ル
（
本
社
＝
仙
台
市

青
葉
区
、
社
長
＝
飯
塚
一

夫
・
東
京
鉄
鋼
常
務
執
行

役
員
）
は
10
月
1
日
以
降

の
異
形
棒
鋼
販
売
価
格
に

つ
い
て
ト
ン
当
た
り
3
0

0
0
円
引
き
上
げ
、
9
万

3
0
0
0
円
と
す
る
。
今

後
の
コ
ス
ト
動
向
次
第
で

追
加
値
上
げ
を
視
野
に
入

れ
る
。

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
電
炉
買

値
が
高
値
圏
で
推
移
し
て

い
る
上
、
新
断
な
ど
の
上

級
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
が
上

昇
し
て
い
る
た
め
、
原
材

料
の
平
均
コ
ス
ト
が
上
が

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
下
期

か
ら
電
極
、
合
金
鉄
、
副

資
材
な
ど
が
値
上
が
り
す

る
た
め
、
販
価
改
定
が
必

要
と
判
断
し
た
。

7
月
か
ら
販
価
を
ト
ン

9
万
円
以
上
と
す
る
た
め

に
営
業
活
動
を
行
っ
て
き

た
。
下
期
を
ス
タ
ー
ト
す

る
に
あ
た
り
、
コ
ス
ト
高

を
反
映
し
た
販
価
を
実
現

す
る
こ
と
で
、
高
品
質
の

製
品
を
安
定
供
給
で
き
る

体
制
を
整
え
る
。

サ
ク
ラ
テ
ッ
ク
（
本
社

＝
大
阪
府
東
大
阪
市
、
大

橋
秀
典
社
長
）
は
、
10
月

帳
端
か
ら
亜
鉛
め
っ
き
鉄

線
製
品
の
全
品
種
を
ト
ン

当
た
り
1
万
5
0
0
0
円

以
上
値
上
げ
す
る
。
母
材

の
線
材
価
格
の
高
騰
、
亜

鉛
は
じ
め
副
資
材
価
格
の

上
昇
な
ど
諸
コ
ス
ト
ア
ッ

プ
を
受
け
て
販
売
価
格
に

転
嫁
す
る
も
の
で
、
今
年

1
月
か
ら
の
値
上
げ
幅
は

累
計
5
万
円
以
上
と
な

る
。値

上
げ
対
象
は
、
亜
鉛

め
っ
き
鉄
線
（
針
金
）、極

厚
亜
鉛
め
っ
き
鉄
線
、
亜

鉛
ア
ル
ミ
合
金
め
っ
き
鉄

線
、
亜
鉛
ア
ル
ミ
合
金
め

っ
き
鋼
線
の
全
品
種
。

線
材
や
副
資
材
、
運
送

費
な
ど
の
高
騰
を
受
け

て
、
同
社
で
は
今
年
1
月

帳
端
出
荷
分
か
ら
1
万
5

0
0
0
円
値
上
げ
、
そ
の

後
も
相
次
ぐ
母
材
値
上
げ

を
受
け
て
追
加
値
上
げ
を

行
っ
て
き
た
が
、
再
生
産

と
安
定
供
給
を
継
続
す
る

た
め
に
は
自
助
努
力
に
よ

る
コ
ス
ト
吸
収
は
困
難
で

あ
る
と
判
断
、
も
う
一
段

の
値
上
げ
を
決
め
た
。

同
社
で
は
「
販
売
先
の

ご
理
解
を
得
な
が
ら
値
上

げ
を
進
め
る
と
と
も
に
、

情
報
提
案
な
ど
で
き
る
限

り
の
付
加
価
値
を
提
供
さ

せ
て
い
た
だ
く
」（
大
橋
翔

太
専
務
）
と
し
て
い
る
。

韓
国
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の

中
国
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
造

拠
点
、
張
家
港
浦
項
不
銹

鋼
は
9
月
後
半
の
2
週
間

休
止
し
た
。
関
係
者
に
よ

る
と
、
電
力
供
給
不
足
で

現
地
政
府
の
緊
急
停
止
命

令
を
受
け
た
措
置
。
減
産

規
模
は
4
万
㌧
強
の
模

様
。
石
炭
不
足
や
環
境
規

制
な
ど
は
10
月
以
降
も
直

ち
に
解
消
し
な
い
と
い
う

見
方
も
あ
り
、
鋼
材
の
需

給
に
影
響
し
そ
う
だ
。

ス
テ
ン
レ
ス
粗
鋼
年
産

1
0
0
万
㌧
の
張
家
港
浦

項
は
現
地
政
府
の
指
示
を

受
け
て
9
月
17
日
か
ら
休

止
し
た
。
電
力
不
足
で
、

最
低
限
の
安
全
保
持
の
た

め
の
10
％
の
電
力
供
給
に

絞
ら
れ
、
止
め
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
と
い
う
。

張
家
港
で
は
10
月
か
ら

問
題
な
く
再
開
で
き
れ

ば
、
減
産
分
は
挽
回
し
た

い
考
え
。
た
だ
、
中
国
政

府
が
基
本
方
針
と
し
て
前

年
並
み
以
下
の
生
産
を
求

め
て
お
り
、
豪
州
炭
の
禁

輸
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
炭

の
通
関
停
滞
な
ど
に
よ
る

石
炭
不
足
、
価
格
高
騰
、

大
気
汚
染
な
ど
環
境
規
制

な
ど
の
状
況
か
ら
電
力
事

情
が
回
復
す
る
か
懸
念
も

あ
る
。

韓
国
の
ス
テ
ン
レ
ス
生

産
拠
点
、
浦
項
製
鉄
所
か

ら
供
給
す
る
の
も
難
し
い

と
い
う
。
韓
国
市
場
は
ア

ン
チ
ダ
ン
ピ
ン
グ（
Ａ
Ｄ
）

措
置
で
輸
入
材
が
入
り
に

く
い
中
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は

韓
国
内
の
需
要
対
応
で
手

い
っ
ぱ
い
の
よ
う
だ
。

愛
知
製
鋼
は
1
日
か

ら
、
東
邦
ガ
ス
が
提
供
す

る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
な
都
市
ガ
ス
」
を
導

入
し
た
。
ス
テ
ン
レ
ス
形

鋼
な
ど
の
製
造
を
行
う
刈

谷
工
場（
愛
知
県
刈
谷
市
）

で
使
用
を
開
始
し
、
同
工

場
で
使
用
す
る
既
存
の
都

市
ガ
ス
か
ら
の
全
量
切
り

替
え
に
よ
り
、
年
間
約
8

0
0
0
㌧
の
Ｃ
Ｏ
2
削
減

（
同
工
場
に
お
け
る
全
Ｃ

Ｏ
2
発
生
量
の
約
70
％
に

相
当
）
に
貢
献
す
る
。

同
社
は
、
2
0
5
0
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
早
期
実
現
に
向
け
、
刈

谷
工
場
を
先
行
で
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
へ

の
取
り
組
み
を
加
速
し
て

お
り
、
今
後
も
使
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
徹
底
的
な
削
減

や
革
新
的
な
技
術
開
発
、

自
動
車
業
界
に
貢
献
で
き

る
エ
コ
製
品
開
発
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

拡
大
な
ど
を
積
極
的
に
推

進
し
、
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
貢
献
し
て
い
く
。

東
邦
ガ
ス
の
「
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
都
市

ガ
ス
」
は
、
天
然
ガ
ス
の

採
掘
か
ら
燃
焼
に
至
る
ま

で
の
工
程
で
発
生
す
る
Ｃ

Ｏ
2
を
、
森
林
保
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
通
じ
て

削
減
・
吸
収
し
相
殺（
カ
ー

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
）
し
た

Ｌ
Ｎ
Ｇ（
液
化
天
然
ガ
ス
）

で
製
造
し
た
都
市
ガ
ス
。

日
本
鋳
造
は
本
社
お
よ

び
川
崎
工
場
（
川
崎
市
川

崎
区
白
石
町
）
で
使
用
す

る
購
入
電
力
を
、
7
月
1

日
か
ら
全
て
Ｃ
Ｏ
2
排
出

量
ゼ
ロ
と
な
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
非
化

石
証
書
を
使
用
し
た
電
力

に
切
り
替
え
た
。
今
回
は

電
力
供
給
元
で
あ
る
北
陸

電
力
と
取
り
組
ん
で
き
た

も
の
。

本
社
お
よ
び
川
崎
工
場

は
電
力
使
用
で
年
間
約
3

5
0
0
㌧
排
出
し
て
い
た

Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
を
ゼ
ロ
に

で
き
る
見
込
み
。
こ
れ
は

日
本
鋳
造
全
体
の
Ｃ
Ｏ
2

総
排
出
量
の
34
％
に
あ
た

り
、
同
社
は
中
期
目
標
の

重
点
活
動
課
題
の
1
つ
で

あ
る
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
削
減

を
大
き
く
進
め
る
こ
と
に

寄
与
す
る
と
と
も
に
、
脱

炭
素
社
会
に
向
け
て
大
き

く
前
進
す
る
と
し
て
い

る
。

日
本
製
鉄
は
北
米
日
本

製
鉄
の
米
国
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、シ
カ
ゴ
、ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
の
3
事
務
所
を
11
日

付
で
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
統

合
す
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
本
社
機
能
は
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
に
移
す
。
ア
ル
セ
ロ

ー
ル
・
ミ
ッ
タ
ル
と
の
合

弁
事
業
の
Ａ
Ｍ
／
Ｎ
Ｓ
カ

ル
バ
ー
ト
を
主
体
に
事
業

の
重
点
が
南
部
に
移
っ
て

お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
用
鋼

管
な
ど
客
先
に
も
近
く
、

メ
キ
シ
コ
や
南
米
な
ど
へ

の
航
空
ア
ク
セ
ス
の
利
便

性
な
ど
も
考
慮
し
た
。
分

散
し
て
い
た
拠
点
を
集
約

す
る
こ
と
で
社
員
間
の
連

携
強
化
、
戦
力
拡
充
に
も

つ
な
げ
た
い
考
え
。

4
月
時
点
で
32
人
の
人

員
は
若
干
減
の
見
込
み
。

北
米
日
鉄
の
メ
キ
シ
コ
シ

テ
ィ
事
務
所
は
維
持
す

る
。
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
を
本

拠
に
鋼
材
営
業
の
ほ
か
、

カ
ル
バ
ー
ト
は
じ
め
鋼

管
、
車
輪
、
ク
ラ
ン
ク
シ

ャ
フ
ト
生
産
な
ど
の
事
業

会
社
を
運
営
し
、
北
米
を

カ
バ
ー
す
る
。

「
メ
タ
ル
ワ

ン
さ
ん
が
グ
ロ

ー
バ
ル
に
事
業

展
開
さ
れ
て
い

る
中
で
培
わ
れ

て
き
た
知
見
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
受
け
入
れ
る
こ

と
で
、
海
外
事
業
な
ど
で
の

弱
点
を
補
い
、
当
社
の
強
み

を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
き
た

い
」
と
語
る
の
は
協
和
製
作

所
の
天
明
佳
幸
社
長
。

▽
…
同
社
は
創
業
70
年
を

超
え
る
老
舗
の
鋼
板
加
工
機

器
メ
ー
カ
ー
で
、
コ
イ
ル
セ

ン
タ
ー
向
け
の
ス
リ
ッ
タ
ー

ラ
イ
ン
や
自
動
化
設
備
な
ど

を
手
掛
け
る
。
先
月
30
日
付

で
メ
タ
ル
ワ
ン
が
全
株
式
を

取
得
し
、
メ
タ
ル
ワ
ン
グ
ル

ー
プ
の
1
社
と
し
て
、
新
た

な
歴
史
を
刻
み
始
め
た
。

▽
…
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
業

界
は
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
統

合
再
編
が
繰
り
返
さ
れ
、
企

業
数
は
最
盛
期
の
7
割
以
下

に
減
少
し
た
。
一
方
、
日
系

企
業
の
海
外
コ
イ
ル
セ
ン
タ

ー
は
製
造
業
の
海
外
生
産
移

転
と
と
も
に
増
え
、
現
在
は

国
内
以
上
の
加
工
能
力
を
海

外
に
持
つ
鉄
鋼
商
社
も
少
な
く

な
い
。
国
内
外
に
コ
イ
ル
セ
ン

タ
ー
網
を
張
り
巡
ら
す
メ
タ
ル

ワ
ン
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
加

工
機
器
な
ど
の
新
設
・
更
新
・

改
造
ニ
ー
ズ
を
グ
ロ
ー
バ
ル
で

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断

し
、
メ
タ
ル
ワ
ン
グ
ル
ー
プ
に

加
わ
っ
た
。

▽
…
同
社
に
と
っ
て
メ
タ
ル

ワ
ン
は
以
前
か
ら
主
要
顧
客
の

1
社
だ
が
、
他
の
商
社
や
独
立

系
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
と
の
取
引

も
多
い
。
新
体
制
移
行
後
、
副

社
長
に
就
任
予
定
の
天
明
社
長

は
「
従
来
の
お
客
さ
ま
と
の
関

係
を
こ
れ
ま
で
通
り
大
切
に
し

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

（
音
）

機
械
商
社
の
マ
ル
カ
と

資
材
商
社
の
フ
ル
サ
ト
工

業
は
1
日
、
共
同
株
式
移

転
の
方
法
で
両
社
の
完
全

親
会
社
「
フ
ル
サ
ト
・
マ

ル
カ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
」
を
設
立
し
た
と
発
表

し
た
。
同
社
は
同
日
付
で

普
通
株
式
を
東
京
証
券
取

引
所
市
場
第
1
部
に
上
場

し
た
。

日
本
鉄
鋼
連
盟
は
土

木
、
建
築
分
野
の
鋼
構
造

に
関
す
る
研
究
の
活
性
化

と
鋼
構
造
の
健
全
な
普
及

促
進
を
図
る
た
め
、
日
本

国
内
の
研
究
・
教
育
機
関

な
ど
の
研
究
者
を
助
成
す

る
2
0
2
2
年
度
「
鋼
構

造
研
究
・
教
育
助
成
事
業
」

に
よ
る
助
成
金
給
付
対
象

研
究
テ
ー
マ
の
公
募
を
開

始
す
る
と
1
日
発
表
し

た
。本
年
度
は
第
Ⅴ
期（
20

―
24
年
度
）
の
3
年
目
に

当
た
り
、
助
成
対
象
研
究

の
募
集
区
分
は
、
研
究
分

野
指
定
助
成
（
指
定
課
題

型
）、鋼
構
造
研
究
支
援
助

成
（
自
由
課
題
型
）
と
な

る
。鉄

連
で
は
同
事
業
を
95

年
度
か
ら
継
続
実
施
。
助

成
対
象
研
究
の
研
究
分
野

指
定
助
成（
指
定
課
題
型
）

は
鉄
連
指
定
の
6
課
題
へ

助
成
、
助
成
金
額
は
1
件

当
た
り
年
間
1
0
0
万
円

か
ら
最
大
5
0
0
万
円
と

な
る
。
助
成
期
間
は
1
年

間
（
単
年
度
毎
）、最
長
で

3
年
間
の
助
成
金
継
続
給

付
が
可
能
だ
。

鋼
構
造
研
究
支
援
助
成

（
自
由
課
題
型
）
は
土
木

・
建
築
部
門
で
の
応
募
者

に
よ
る
自
由
研
究
テ
ー
マ

へ
の
助
成
で
、
鋼
構
造
研

究
支
援
助
成
全
体
の
25
％

を
目
安
と
す
る
若
手
優
先

枠
が
あ
る
。
助
成
金
額
は

同
50
万
円
か
ら
最
大
2
0

0
万
円
。
助
成
期
間
は
1

年
間
（
単
年
度
ご
と
）、最

長
で
2
年
間
の
助
成
金
継

続
給
付
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

鉄
連
指
定
の
6
課
題
は

①
土
木
分
野
＝
鋼
材
性
能

を
活
用
し
た
新
し
い
橋
梁

構
造
及
び
橋
梁
構
造
の
合

理
化
に
関
す
る
研
究
②
土

木
分
野
＝
鋼
材
を
活
用
し

た
地
盤
構
造
物
の
補
強
・

補
修
・
更
新
技
術
に
関
す

る
研
究
③
建
築
分
野
＝
大

地
震
・
暴
風
雨
等
の
自
然

災
害
に
対
す
る
鋼
構
造
建

築
物
の
安
全
性
向
上
と
機

能
維
持
に
関
す
る
研
究
④

建
築
分
野
＝
鋼
構
造
の
競

争
力
強
化
及
び
新
し
い
鉄

鋼
製
品
市
場
創
出
に
資
す

る
研
究
⑤
環
境
分
野
＝
鉄

鋼
材
料
を
用
い
た
土
木
・

建
築
構
造
物
の
Ｌ
Ｃ
Ａ
に

関
す
る
研
究
⑥
海
外
分
野

＝
日
本
の
鋼
構
造
技
術
の

東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し

た
海
外
諸
国
へ
の
適
用
及

び
海
外
技
術
の
日
本
へ
の

移
入
―
―
と
な
る
。

募
集
期
間
は
21
年
10
月

1
日
か
ら
11
月
30
日
ま

で
。

日
本
鉄
鋼
連
盟
が
30
日

に
発
表
し
た
普
通
鋼
鋼
材

需
給
速
報
に
よ
る
と
、
8

月
末
の
国
内
向
け
鋼
材
在

庫
は
5
5
9
万
8
0
0
0

㌧
と
前
月
比
4
・
0
％
増

え
、
3
カ
月
ぶ
り
に
増
加

し
た
。
出
荷
が
国
内
・
輸

出
向
け
と
も
季
節
的
要
因

で
減
少
。
国
内
は
東
京
五

輪
や
半
導
体
・
部
品
不
足

に
よ
る
自
動
車
減
産
で
需

要
が
鈍
化
し
、
輸
出
は
海

外
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
で
下
振
れ
し

た
。
在
庫
は
前
年
同
月
を

上
回
り
始
め
た
が
秋
の
需

要
期
に
入
り
、
需
給
は
タ

イ
ト
な
状
態
が
続
く
見
通

し
だ
。

輸
出
船
待
在
庫
は
1
0

6
万
㌧
と
前
月
比
20
・
4

％
増
。
国
内
と
の
合
計
は

6
・
3
％
増
の
6
6
5
万

9
0
0
0
㌧
で
い
ず
れ
も

3
カ
月
ぶ
り
に
増
え
た
。

国
内
向
け
の
在
庫
率
は
1

8
4
・
4
％
と
26
・
2
㌽

上
昇
。
メ
ー
カ
ー
在
庫
は

5
2
9
万
5
0
0
0
㌧
と

6
・
3
％
増
え
3
カ
月
ぶ

り
の
増
加
。
問
屋
在
庫
は

6
・
4
％
増
の
1
3
6
万

4
0
0
0
㌧
で
2
カ
月
ぶ

り
に
増
え
た
。

普
通
鋼
鋼
材
の
出
荷
は

10
・
9
％
減
の
4
9
1
万

3
0
0
0
㌧
で
国
内
3
0

3
万
6
0
0
0
㌧
と
10
・

8
％
減
、
輸
出
は
1
8
7

万
7
0
0
0
㌧
と
11
・
0

％
減
。
前
年
同
月
比
は
国

内
が
6
・
8
％
増
で
6
カ

月
連
続
、
輸
出
は
1
・
3

％
増
で
4
カ
月
連
続
増
加

し
た
。

中
央
労
働
災
害
防
止
協

会
は
30
日
、
2
0
2
1
年

度
の
中
災
防
会
長
賞
、
顕

功
賞
、
緑
十
字
賞
を
選
出

し
、
鉄
鋼
関
連
で
は
緑
十

字
賞
に
日
本
製
鉄
東
日
本

製
鉄
所
鹿
島
地
区
協
力
会

の
小
野
忠
志
事
務
局
長
、

同
社
名
古
屋
製
鉄
所
安
全

環
境
防
災
部
安
全
健
康
室

の
山
下
美
弥
子
氏
な
ど
が

選
ば
れ
た
。

会
長
賞
は
サ
カ
タ
イ
ン

ク
ス
、
顕
功
賞
は
大
阪
ガ

ス
人
事
部
大
阪
ガ
ス
グ
ル

ー
プ
健
康
開
発
セ
ン
タ
ー

の
岡
田
邦
夫
顧
問
、
東
京

大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
の
川
上
憲
人
教
授
、
公

益
財
団
法
人
健
康
・
体
力

づ
く
り
事
業
財
団
の
下
光

輝
一
理
事
長
、
公
益
社
団

法
人
宮
城
労
働
基
準
協
会

の
矢
萩
保
雄
会
長
の
4
人

が
受
賞
。
産
業
安
全
や
労

働
衛
生
の
推
進
向
上
に
尽

く
し
、
顕
著
な
功
績
が
認

め
ら
れ
る
個
人
な
ど
に
贈

ら
れ
る
緑
十
字
賞
は
鉄
鋼

関
連
含
め
89
人
が
受
賞
し

た
。本

紙
関
連
の
主
な
緑
十

字
賞
表
彰
者
は
次
の
通

り
。■

産
業
安
全

▽
小
野
忠
志
氏
（
日
本

製
鉄
東
日
本
製
鉄
所
鹿
島

地
区
協
力
会
事
務
局
長
）

▽
釜
元
謹
一
氏
（
ジ
ャ
パ

ン
・
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
有
明
事
業
所
管
理
部
人

財
育
成
グ
ル
ー
プ
長
）
▽

松
岡
嘉
昭
氏
（
大
同
特
殊

鋼
安
全
健
康
推
進
部
ソ
フ

ト
改
革
室
主
任
部
員
）
▽

山
下
美
弥
子
氏
（
日
本
製

鉄
名
古
屋
製
鉄
所
安
全
環

境
防
災
部
安
全
健
康
室
）

■
産
業
安
全
お
よ
び
労

働
衛
生

▽
岡
本
富
男
氏
（
北
川

鉄
工
所
安
全
指
導
員
）
▽

横
山
正
樹
氏
（
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ

製
箔
人
事
総
務
部
安
全
衛

生
・
教
育
グ
ル
ー
プ
長
）

日
本
橋
梁
建
設
協
会
は

1
日
に
2
0
2
1
年
度
の

橋
梁
技
術
発
表
会
・
講
演

会
を
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム

（
中
央
会
館
）
ホ
ー
ル
（
東

京
都
中
央
区
）
で
開
催
し

た
。
技
術
発
表
は
「
豆
谷

大
橋
の
施
工
報
告
」（
架
設

小
委
員
会
架
設
部
会
）
と

「
疲
労
に
強
い
鋼
床
版
と

取
替
え
鋼
床
版
」（
床
版
小

委
員
会
鋼
床
版
部
会
）
を

講
演
し
た
。

豆
谷
大
橋
は
富
山
県
南

砺
市
利
賀
村
大
豆
谷
地
先

に
位
置
す
る
鋼
中
炉
式
ロ

ー
ゼ
ア
ー
チ
橋
で
利
賀
ダ

ム
建
設
事
業
に
伴
う
工
事

用
道
路
と
し
て
整
備
さ
れ

た
。
越
冬
を
考
慮
し
構
造

部
位
ご
と
に
異
な
る
架
設

工
法
が
採
用
さ
れ
た
。

鋼
床
版
は
疲
労
対
策
が

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
橋

建
協
が
官
学
と
協
力
し
て

行
っ
て
い
る
高
耐
久
化
へ

の
取
り
組
み
、
取
り
替
え

鋼
床
版
の
ニ
ー
ズ
・
利
点

や
事
例
を
技
術
発
表
で
紹

介
し
た
。

伊
藤
學
賞
の
表
彰
式
の

後
、
東
京
都
道
路
整
備
保

全
公
社
の
紅
林
章
央
・
道

路
部
橋
梁
担
当
課
長
が

「
珍
橋
・
奇
橋
を
架
け
よ

う
！
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

特
別
講
演
を
行
っ
た
。

同
発
表
会
・
講
演
会
は

大
阪
地
区
で
13
日
、
北
海

道
地
区
で
29
日
、
九
州
地

区
で
11
月
5
日
、
東
北
地

区
で
10
日
、
中
部
地
区
で

19
日
に
開
催
す
る
。
申
し

込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
。Ｕ

Ｒ
Ｌ

＝https
:
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w
w
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東
海
カ
ー
ボ
ン
は
1

日
、
摩
擦
材
製
品
の
販
売

価
格
を
11
月
1
日
出
荷
分

か
ら
10
％
引
き
上
げ
る
と

発
表
し
た
。
対
象
は
焼
結

摩
擦
材
、
摺
動
材
製
品
。

安
定
供
給
継
続
の
た
め
と

し
て
需
要
家
の
理
解
を
求

め
る
。

阪
和
興
業
は
、
М
Ｓ
Ｃ

（
海
洋
管
理
協
議
会
）
認

証
、
Ａ
Ｓ
Ｃ
（
水
産
養
殖

管
理
協
議
会
）
認
証
の
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
・
シ
ー
フ
ー

ド
を
選
ぶ
こ
と
を
呼
び
掛

け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
・
シ
ー
フ
ー

ド
・
ウ
ィ
ー
ク
2
0
2
1
」

に
賛
同
し
て
い
る
。「
Ｍ
Ｓ

Ｃ
や
Ａ
Ｓ
Ｃ
の
ラ
ベ
ル
が

つ
い
た
商
品
を
選
ぶ
こ
と

が
重
要
な
海
の
資
源
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
」（
同

社
）。キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
10

月
の
1
カ
月
間
実
施
さ
れ

る
。Ｍ

Ｓ
Ｃ
は
持
続
可
能
で

適
切
に
管
理
さ
れ
た
漁
業

を
行
う
漁
業
者
と
水
産
物

の
流
通
を
認
証
。
Ａ
Ｓ
Ｃ

は
環
境
や
地
域
社
会
に
配

慮
し
責
任
あ
る
養
殖
を
行

う
生
産
者
と
水
産
物
の
流

通
を
認
証
し
、
い
ず
れ
も

普
及
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
う
国
際
的
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ

運
営
機
関
。
阪
和
興
業
は

認
証
水
産
物
の
流
通
に
関

す
る
Ｍ
Ｓ
Ｃ
と
Ａ
Ｓ
Ｃ
の

Ｃ
о
Ｃ
認
証
を
保
有
し
、

認
証
水
産
物
を
取
り
扱
っ

て
い
る
。

▽
東
京
製
鉄
＝
40
万
8

2
0
0
株
、
4
億
9
4
0

3
万
9
8
0
0
万
円
（
9

月
1
―
30
日
）

▽
三
井
物
産
＝
5
4
8

万
5
8
0
0
株
、
1
3
7

億
9
7
7
万
8
7
5
8
円

（
9
月
1
―
30
日
）

中
山
製
鋼
所

（
10
月
1
日
付
）

■
執
行
役
員

▽
執
行
役
員
総
合
管
理
本
部

長
兼
鋼
板
商
品
開
発
チ
ー
ム
サ

ブ
リ
ー
ダ
ー
（
執
行
役
員
総
合

管
理
本
部
長
兼
生
産
技
術
部
長

兼
鋼
板
商
品
開
発
チ
ー
ム
サ
ブ

リ
ー
ダ
ー
）
安
樂
和
彦

▽
〃
製
造
本
部
長
（
〃
製
造

本
部
長
兼
製
鋼
工
場
長
）
岡
村

洋
孝■

部
長
・
工
場
長

▽
総
合
管
理
本
部
環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
部
長
（
総
合
管
理
本
部

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
担
当
部

長
）
山
田
幹

▽
〃
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
担

当
部
長
兼
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
長

（
〃
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長
兼

エ
ネ
ル
ギ
ー
室
長
）
小
松
隆
義

▽
〃
生
産
技
術
部
長
（
〃
生

産
技
術
部
担
当
部
長
）
先
納
義

高
▽
製
造
本
部
製
鋼
工
場
長
兼

製
鋼
技
術
室
長
（
製
造
本
部
製

鋼
工
場
製
鋼
課
長
兼
製
鋼
技
術

室
長
）
新
冨
達
也

■
課
長

▽
製
造
本
部
製
鋼
工
場
製
鋼

課
長
兼
電
気
炉
係
長
兼
製
鋼
技

術
室
（
製
造
本
部
製
鋼
工
場
製

鋼
課
電
気
炉
係
長
兼
製
鋼
技
術

室
）
太
田
尚
良

岡
谷
鋼
機

（
11
月
1
日
付
）

■
部
長
ク
ラ
ス

▽
﹇
転
籍
﹈
岡
谷
ト
レ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
社
長（﹇
出
向
﹈
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
岡
谷
鋼
機
会
社
顧

問
）
印
南
敬
明

Ｔ
Ｒ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス

（
10
月
1
日
付
）

■
役
員
体
制

《
取
締
役
》

▽
代
表
取
締
役
会
長
＝
松
岡

直
人▽

代
表
取
締
役
社
長
＝
阿
部

光
男▽

取
締
役
＝
鈴
木
孝
雄

▽
〃
＝
三
本
守

▽
社
外
取
締
役
（
監
査
等
委

員
）
＝
石
井
友
二

▽
〃
（
〃
）
＝
大
村
扶
美
枝

▽
〃
（
〃
）
＝
末
松
広
行

■
業
務
執
行
体
制

《
執
行
役
員
》

▽
代
表
執
行
役
員
＝
松
岡
直

人
▽
〃
＝
阿
部
光
男

▽
執
行
役
員
経
営
企
画
本
部

長
＝
上
川
毅

▽
〃
経
営
企
画
本
部
副
本
部

長
兼
戦
略
部
長
＝
北
詰
一
隆

▽
〃
経
営
管
理
本
部
長
兼
経

理
財
務
部
〔
部
長
〕
＝
山
田
憲

男
▽
〃
経
営
管
理
本
部
副
本
部

長
＝
西
原
礼

（
以
下
続
報
）

藤
田
金
屬

（
10
月
1
日
付
）

▽
執
行
役
員
〔
新
任
〕
管
理

本
部
長
兼
総
務
部
長
＝
小
笠
原

竜
一ニ

ッ
パ
ツ

（
10
月
1
日
付
）

▽
シ
ー
ト
生
産
本
部
部
品
購

買
部
長
＝
シ
ー
ト
生
産
本
部
事

業
推
進
部
長

篠
﨑
裕
志

弱点補い、強みを伸ばす


